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２、科目の目標

見ること作ることを通して、色と形を用いた表現に慣れ親しみ、個々の感性をより良く伸ばす。

画面の構成に
複数モチーフ
を選ばせ、安
易な制作となら
ぬようにする。
Tシャツ作品
は、　自作に愛
着の持てるよ
う、完成度を高
めさせる。
単純な半立体
を貼り付けた
作品とならぬよ
うにする。
紙の、素材美
を損なわぬよう
に丁寧に制作
させる。

題材の大胆な
単純化等、デ
ザイン感覚をフ
ルい発揮させ
るようにする。
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／
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校長 授業担当者

１、教科書・副教材

美術Ⅱ
（　　2年生）
（　　2単位）

年度末

(３月)

20 年度 学習指導計画

３、年間授業計画

指　　導　　内　　容 考査範囲 指導上の留意点・到達目標

１
　
　
学
　
　
期

４月
スタッパリン
グ
ステンシル
シルクスク
リーン

手をメインモチーフとして画
面構成
ステンシルはアルファベット
を試作で扱い、その後本制
作　　シルクスクリーンはT
シャツに印刷する

５月

６月

７月

レリーフ
ペーパーク
ラフト

木製ベースに、破砕タイルを
用いて作品制作

レリーフは、石膏を素材とす
る。　　ペーパークラフトは、
折技法を基本に、ケント紙等
を素材にして立体造形を試
みる

時数（予定/実施）

作品評価

作品評価

／
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３
　
学
　
期

１月
モザイク

作品評価
１０月

１１月

作品評価

１２月

２
　
　
学
　
　
期

９月

作品評価２月

３月
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５、反省・総括・次年度への改善点

４、評価の方法

授業の中で制作した平面や立体の作品を、色や形を用いた表現の深さで100点法によって評価する


